Placental (pro)renin receptor expression and plasma soluble (pro)renin receptor levels in preeclampsia by 成田 達哉
成田 達哉 内容の要旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
論文内容の要旨 
【緒言】renin－angiotensin system(RAS)は妊娠中の母体循環動態の維持や妊娠高血圧症候群
(PIH)の病態形成に重要な役割を果たしている。これまで不活性物質であるプロレニンの病態生理
学的意義は不明であったが、(プロ)レニン受容体((P)RR)と結合することで酵素活性を発揮する事
が明らかとなった。また、結合した(P)RR は組織 RAS を活性化して、臓器障害に関与することも
報告されている。可溶性プロレニン受容体(s(P)RR)上昇が妊娠中の血圧上昇、胎児発育不全の発
症を予測できる可能性が報告されている。そこで、胎盤中の(P)RR 発現、血中 s(P)RR が PIH に
おける血圧上昇ならびに腎機能にどの様に関与するかを明らかにするため本研究を行った。 
【方法】PIH 患者の胎盤と血漿検体を用いて、正常妊婦と比較した。胎盤における(P)RR 発現は
western blot にて定量し、臨床データ(血圧や推算糸球体濾過量(eGFR)など)との関係を検討した。 
【結果】胎盤における(P)RR 発現、血漿中の s(P)RR は PIH 群で有意に高値であった。免疫染色
では合胞体栄養膜細胞に局在し、PIH、正常胎盤に差は認めなかった。全体の収縮期血圧と胎盤
中(P)RR 発現は正の相関関係を認め、PIH 群間でも有意に正の相関関係を認めた。PIH 群におい
て血漿中の s(P)RR は収縮期血圧と有意な相関関係は認められなかった。全体の eGFR と胎盤中
(P)RR 発現は負の相関関係を認め、s(P)RR も同様に負の相関関係を認めた。PIH 群間では eGFR
と胎盤中(P)RR 発現は有意な相関関係を認めず、s(P)RR は負の相関関係を認めた。 
【考察】胎盤中の(P)RR は組織 RAS を介して血圧調節に影響している可能性が示唆された。一方
で血漿中のｓ（P）RR は PIH における腎機能低下の病態形成に関与している可能性が示唆され
た。 
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